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1. はじめに

血管内超音波(IVUS)は冠動脈の断面超音
波エコー像を取得できる装置である．冠動
脈プラークの組織性状の診断のためにエ
コー像から血管構造を把握することが重要
である[1]．
当研究グループでは超音波RF信号を解析
し，自己組織化マップ(Self organizing 
maps, SOM)を分類器に用いた組織の分類
手法を現在までに報告した[2]．ここでは，
分類精度向上のために複数のSOM分類器を
集団学習的に用いた分類手法を提案する．

2. SOM

SOMはT. Kohonenにより提案された
ニューラルネットワークであり，提示され
た高次元データの位相構造を学習する特徴
を持つ．
ニューラルネットワーク上の各ニューロ
ンのコードブックベクトルをui(t) , 提示
データをxi(t)とした時，各コードブックベ
クトルは以下の式により学習が行われる.

本研究では，分類の際に分類閾値を導入
したSOM分類器[2]を用いた．また精度の
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向上のために，複数個の分類器による分類
結果の重み付け多数決を用いて分類を決定
した．

3. 手法

信号の取得　中心周波数40MHzのIVUS カ
テーテル (Clear View Ultra; Boston Scientific 
Inc., Boston, MA, USA)を用い、 冠動脈から
IVUS超音波RF信号を取得した.信号はA/D
ボード (GAGE CompuScope 8500; Gage 
Applied Inc., Quebec, Canada) によりサンプ
リング周波数500MHzで計測し，PCに記録
した.解析はオフラインで行われた．

前処理　 取得した信号にバンドパスフィル
タをかけ，128点のハミング窓を64点ずつ
移動しながら適用する．各窓領域において
周波数応答を求め，周波数応答の形状パラ
メータを各領域を特徴付ける特徴量として
定義する．

SOM分類器の作成 エコー図から，血管内
腔領域(血液領域およびカテーテル領域), 血
管外領域を指定しそれぞれから3000点ずつ
窓領域を取り出し分類器の教師データおよ
びテストデータとして用いた．学習後，分
類器を教師データ及びテストデータを用い
て評価した．

4. 結果および検討

作成した分類器による教師データおよび
テストデータの分類結果を下図に示す．図
中の分類器Aは1個のみの   SOM分類器を
用い，分類器Bは10個の分類器を用いた結
果である単一の分類器を用いるのに比べ全
領域において感度・特異度ともに上昇する
結果となった．
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